


























後,歯肉線維芽細胞培養系にLL37, LL-37誘導体,およびβディフェンシソ1, 2, 3を添加し, HGF産生
量をELISA法で検討した｡また,歯肉線維芽細胞培養系において,自然免疫系の主要レセプターである各種




























ェンシソ1 , 2, 3の発現を免疫染色法およびフローサイトメトリー法で検討した後,歯肉線維芽細胞培養系に






その結果,次の知見を得ている｡ 1) HSC-2細胞はLL-37およびβディフェンシソ1, 2, 3を恒常的に
発現する｡ 2) TNF-α等の刺激によりLL-37の発現が増強される｡ 3) LL37とβ-ディフェソシソ3は
歯肉線維芽細胞培養系において濃度依存的にHGF産生を増強する｡ 4)歯肉線維芽細胞はTLR2, 4, 9,
NOD1, 2,ならびにCD14を発現するが,これらレセプターに対応する各種リガンドで刺激しても,歯肉線維
芽細胞はHGF産生を増強しない｡ 5)歯肉線維芽細胞は, P2Ⅹ7を発現しており, Bz-ATPやATPは,歯
肉線維芽細胞培養系において著明にHGF産生を増強する｡上述のこれまでの報告と今回の知見に基づいて,
著者は,炎症歯周組織で産生されたLL-37やβディフェンシソ3が線推芽細胞のHGF産生を増強すること
によって,歯周組織の修復を促し,健常な組織の維持に寄与している可能性を示唆している
以上の通り,安藤瞳君の研究は抗菌ペプチドとHGFを介して口腔粘膜の上皮細胞と線維芽細胞間にクロス
トークが認められるとの新規な知見を提示する研究であり,博士(歯学)を授与するに相応しい業績であると
判定した｡
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